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まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しました

　このため、佐渡市においても「佐渡市地方創生総合戦略策定・推進本部」および「佐渡市地方創生総合戦
略策定・推進会議」を立ち上げ協議を行うとともに、市民の皆さまからアンケート等によりいただいたご意見
を参考に、人口減少問題の克服と人材の育成・確保を目指し、2060年（平成72年）に約37,000人の人口を維
持するため、「佐渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定いたしました。
　「佐渡市・まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、長期的な取組として「佐渡の将来を担う若者を中心と
する人材育成・確保」を、短期的な取組として「一次産業の振興と観光振興を中心とした若者の雇用の受皿づ
くり」や「子育て環境の整備」を行うことを基本的な考え方として、次の４つの基本目標を立て、対象期間を
平成27年度から平成31年度までの５年間として取り組んでまいります。

基本目標❷

基本目標❹

世界的３資産を中心とした島の魅力とおもてなしの心で観光・交流を促進する。
数値目標
・�観光入込数： 

５年後に 17 万人
増加

・�佐渡観光旅館連盟加
盟旅館延べ宿泊数： 
５年後に 127,507
泊増加

・�リピート率： 
５年後に 17.2 ポイ
ント増加

・�観光客一人当たり
平均宿泊数： 
５年後に 0.05 泊増
加

主なＫＰＩ
・�市及び観光協会ホームページのページ

ビュー件数 : 
458,783 件／月（平成 26 年）
→ 500,000 件／月（平成 31 年度）

・�年間100人以上が参加する着地型商品数： 
６コース（平成26年） 
→10コース（平成31年度）

・�外国人観光客数： 
1,510 人／年（平成 23 年） 
→  5,000 人／年（平成 31 年度）

・�航路総輸送人員： 
158 万人／年（平成 26 年）  
→ 200 万人／年（平成 31 年度）

・�３資産を語れるガイド数： 
50 人（平成 31 年度）

主な取組の内容
・�誘客広告宣伝の強化
・�多様化する顧客ニーズに対応した観光

メニューの開発
・�周遊滞在型旅行の推進
・�広域観光連携の促進
・�ハード面での受入環境の整備（トイレの洋

式化、外国語表記を含む看板・案内板の
整備、Wi-Fi 環境の充実、駐車場の整備等）

・�ソフト面での受入環境の整備（ガイドの養成、
ＩＣＴの活用、消費税免税店の促進等）

・�ＩＣＴ等を利用した外国人旅行客に向
けた情報発信の整備とルート確立

・�佐渡航路運賃の低廉化及び多様化
・�島内二次交通の充実
・�佐渡空港の整備及び航空路の再開
・�両津港・小木港等の賑わい空間づくり

特色ある持続可能な地域をつくり、島の安全・安心を確保する。
数値目標
・�これからも佐

渡市に住み続
けたいと思う
人の割合： 
５年後に平成
27 年度を上
回る

・�自主防災組織
率： 
５年後に
100％を達成

主なＫＰＩ
・�地域おこし協力隊員定着率： 

０％（平成 26 年度）→ 80％（平成 31 年度）
・�しまびと元気応援団自主活動グループ： 

35 団体（平成 26 年度） 
→ 50 団体（平成 31 年度）

・�さどひまわりネット登録率： 
24％（平成 26 年度）→ 30％（平成 31 年度）

・�地域防災リーダー認定、登録者数： 
150 人（平成 26 年度） 
→ 300 人（平成 31 年度）

主な取組の内容
・�地域自主組織等の地域づくり活動への支援
・�学校や地区公民館を活用した交流拠点づくり
・�地域包括ケアシステムの構築
・�安全・安心な医療が受けられる体制（医

師・看護師確保等）の整備
・�公共施設等の総合的かつ計画的な管理の

推進
・�地域防災力向上に資するリーダーの育成
・�市民や関係機関が一体となった総合防災

訓練の実施
・�港湾等防災拠点の整備

お問い合わせ　市役所総合政策課　人口減少対策室　☎６３－３８０２


